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研究成果の概要（和文）：本研究は，周産期から乳幼児期早期の臨床心理的支援の在り方を検討することを目的
としている。医療や社会の進歩に伴い生じてきている心理的課題の現状の分析と，新生児期～乳幼児期早期の親
のメンタルヘルス，子どもの行動特徴，親子の相互作用の検討を行った。また周産期医療領域およびフォローア
ップ外来における心理職の役割について検討を行った。その結果，この時期は様々な要因が心理的側面に影響し
ており，子どもに焦点をあてた親子の関係の支援が有効であることを明らかにした．その成果の一つとして，周
産期領域で活動する臨床心理士をはじめとした心理職むけのガイドブックを作成し，研修体制の構築をすすめ
た．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to research the best way of clinical 
psychological support from the perinatal period to the early childhood. We analyzed the current 
state of perinatal psychological issues that are occurring with medical and social progress. And 
examined the mental health of parents from neonatal to early childhood, behavioral assessment of 
babies, and interactions between parents and babies. We also examined the role of clinical 
psychologist in the perinatal medical field and follow-up outpatient care. As a result, various 
factors were affected psychological side at perinatal period. And it was clarified that support for 
the relationship between parents and babies focused on babies was effective. As one of the results 
of this research, we prepared a guidebook for psychological professionals, including clinical 
psychologists who work in the perinatal area, and constructed a training system.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 周産期　メンタルヘルス　超早期介入　家族支援

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
次世代の社会を担う子どもたちを安心して産み育てることができるように、妊娠～出産～子育ての一連のプロセ
スをどう支えていくことができるかが緊急の課題となってきている。一方で新生児期および乳児期早期の親と子
の関係性の発達と支援方法については確立されていない。親子の相互作用の分析を行うことで周産期～乳幼児期
早期の支援の在り方について提起をおこうとともに、新生児期の親子関係の支援のアプローチの一つであるNBO
の日本における活用の有用性を明らかにした。これらの研究の成果をもとに、NICUおよび産科医療領域で初めて
活動する心理職向けのマニュアルを作成し、研修体制の構築を行った

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年、晩婚化の影響で、初産年齢の高齢化や不妊治療での妊娠が増えてきており、出生率

が低下する中、低出生体重児の出生数は年々増加し、2011 年には全出生数の 9.7％を占める

ようになってきている。新生児集中治療室（Neonatal Intensive Care Unit：NICU）退院児

が虐待のハイリスク群であることはこれまでも数多くの報告がされてきており（Hunter et 

al,1978,小林 2002）、周産期医療の現場では、“後遺症なき生存“から、”Family Centered 

Care”へとその関心が移りつつある、そうした中で、妊娠中、あるいは出生直後からの支援

の体制の構築が検討されるようになってきている。 

周産期医療の中での心理職の活動は、1990 年代半ばに始まり、少しずつその数を増やし

てきた。母親を中心とした親への心理臨床的な支援の在り方は多くの事例が報告されてき

ている（永田，2006 など）一方で、赤ちゃん自身と、親子の関係性の発達をどうアセスメン

トし支援をしていくのかについては十分な理論的な構築はされていない。 

新生児期～乳児期早期の親子の関係性の検討については、周産期の親のメンタルヘルス

の子どもの発達への影響（Poobalan et al, 2007）にとどまり、親と子を一対として、出産

後から縦断的に検討をしたものはなく、どういった側面に焦点を当てて支援をしていく必

要があるのか十分な検討はされていない。今後、周産期医療や乳児期の支援の場において、

臨床心理学的支援の専門性を確立するために、専門教育は必須であり、その基盤となるエビ

デンスを構築していくことが緊急の課題である。 
 
２．研究の目的 

本研究は，周産期から乳幼児期早期の臨床心理的支援の在り方を検討することを目的と

して，現状の分析と，この時期に呈する心理的課題について親の要因，子どもの要因，親子

のやりとりの要因，親子を取り巻く場の要因についてそれぞれ検討をおこなう．周産期～乳

幼児期早期の臨床心理学的支援の在り方について、フォローアップ研究を通して明らかに

するとともに、周産期医療における心理職の教育研修体制の整備を目指すものである。 

 

３．研究の方法 

（１）出産後の子どもの行動評価および母親のメンタルヘルスのフォローアップ研究 

生まれたばかりの赤ちゃんと母親の状態は、その後の親子の関係性の発達にどういった

影響を及ぼすのか、また新生児期に赤ちゃんの特性を知ってもらうことが、親子関係の形成

に効果があるのかについてフォローアップ研究を行う。産後 0-5 日目に、Neonatal Behavior 

Assessment Scale（NBAS）あるいは、その短縮版である Neonatal Behavior Observation(NBO)

を母子同席で行い、子どもの行動評価および母親のメンタルヘルスのデータを収集すると

ともに介入群、被介入群の分析を行う。子どもの行動・反応と知的発達、親のメンタルへル

ス、そして母子の相互作用の質的データを生後 1か月、10 か月、1歳 6か月と縦断的に蓄積

する。早期の母子の関係性が築かれていくプロセスを親、子、親子の相互作用の 3側面から

検討を行うことで、臨床心理学的介入の在り方について検討を行う。 

（２）新生児期から乳幼児期早期の関係性支援のための介入方法の検討 

NICU をはじめとした周産期医療で活動する心理職の活動について実態調査を行うととも

に、新生児期の母子の介入の方法の一つとして、アメリカで開発された Neonatal Behavior 

Observation（NBO）の日本における応用可能性の検討を行う。NBO は、Nugent（2007）らが

開発したもので、世界的に活用されているブラゼルトン新生児行動評価（Neonatal Behavior 

Assessment Scale:NBAS）の短縮版である。NBO はより家族支援に重点を置いた早期介入方



法であり、赤ちゃんを家族と観察することで赤ちゃんのサインの読み取りを家族と共有す

ることを目的としている。日本での報告は少なく、NICU での導入は世界的にもほとんど報

告されていない。産後および NICU 退院前の支援の一つとして導入し、事例を通して検討を

行う。 

（３）関係性支援のための教育研修プログラムの構築 

１）～２）の研究を踏まえ、周産期から乳幼児期早期の関係性支援のための有効な臨床心理

学的教育研修プログラムを、東海地区の周産期を専門とする心理職の協力をえて検討を行

い、周産期で活動を行う心理職向けの研修マニュアの作成を行う。 

 
４．研究成果 

（１）エディンバラ産後うつ病自己評価票（Edinburgh Postnatal Depression Scalel;EPDS）

（Cox,et al,1987）の陽性率は 19.5％であり，産後直後から日数がたつにつれて EPDS 得点

が高くなっていた．初産婦は経産婦にくらべ，抑うつ感が強く，育児への自信のなさが強か

ったが子どもに対する母親愛着は経産婦より高かった．出産後のケアでは，夫の立ち合いが

抑うつ感や，子どもへの母親愛着（Nagata,et al,2000）にポジティブな影響を与えている

ことが明らかになった．母親の子どもへの母親愛着や，育児の自信のなさには，抑うつがよ

りかかわっているものの，母親が感じる子どもの反応性も一定程度の説明力を有していた．

新生児行動評価（NBAS）のクラスター値では母親のメンタルヘルスの各尺度との間に有意差

が見られなかったため，クラスター値を 3 段階評価として分析を行った. 赤ちゃんの方位

反応に対する敏活さの児や追視等の反応性が強い，あるいは，穏やかながらも認められる場

合は EPDS の得点が，まったく反応が見られない児にくらべて有意に低かった．低出生体重

児は，NBAS のクラスター値では有意差がみられなかったが，母親が感じる反応性の高さは

より低く感じていた． 

 1 か月後，10 か月、1歳半の時点でフォローアップのデータを収集した．出産直後のデー

タとの比較では各尺度得点との有意差は見られなかったが，母親の育児への自信のなさは，

子どもの反応性とより関連をしていた．次に，子どもの要因と母親のメンタルヘルスの関連

をより詳細に検討するため，EPDS 陽性者に焦点をあてて検討を行った．産後 1か月での EPDS

高得点者の中には，子どもの未熟性が影響を与えていた事例と，母親自身の妊娠前からの不

安定さが影響を与えていた事例が存在していた．また精神疾患既往があり，EPDS 高得点で

あった母親の子どもは生後 1か月の時点で，活動性が少ない傾向が認められた．ただし人数

も少なく統計的な分析はできていないため，今後症例数をふやすことで詳細な分析をおこ

なっていく必要があると考えられる． 

現在産婦検診で EPDS が導入されているが、実施にあたっては，産婦の不安を受け止める

とともに，子どもの自己調整や反応性のアセスメントも行うことで，赤ちゃんとのかかわり

に焦点を当てた介入を検討する必要があると考えられた． 

 

（２）周産期医療における心理職の活動について検討を行い、周産期医療の現場でのこころ

のケアには，①ポジティブな存在としての“いのち”との出会いを支える②両方の思いを抱

えたまま，子どもと“いる Being”することのできる場の保証する③一緒に赤ちゃんを見つ

めることで，赤ちゃんの行動や反応の読み取りを支えていくことが基本となること，特別な

支援を提供するのではなく，当たり前のケアの一つとして，できるだけ侵入的にならないよ

うに，親と子のタイミングにあわせて介入し，場合によっては後方支援に回るなど場をケア



する役割を担うことが重要であることを示した。この結果を踏まえて、心理職の活動や場へ

の支援の在り方について NICU が設置されている周産期母子医療センターを対象に全国調査

を行った。145 施設から回答が得られ NICU の 70％以上で心理職が活動している一方、専属

は 2 割にとどまっていることが明らかになった。NICU での心理職の活動のあり方は，NICU

専属かどうかによって異なっており，他科所属の場合，依頼制が多く，関連科に所属してい

る場合，日常的に NICU で活動をしている割合が多かった．NICU で活動する心理職の約 3割

が，産科，NICU，退院後のフォローアップと長期的なかかわりで支援を行っており，NICU 入

院前から退院後まで一貫したかかわりを行っていた．スタッフとの情報共有については，多

くの心理職がカンファレンスに参加している一方で，日常的なコミュニケーションをとる

ことの難しさが指摘されていた．地位や雇用の確保とともに，周産期医療に関連する専門的

な知識を有している心理職の養成体制の整備が望まれた．  

 また、NBO の日本における活用可能性について、正期産児，NICU 入院児それぞれ事例を提

示し，検討を行った．その結果，NBO の実施は，日本においても家族が目の前の赤ちゃんに

出会うことを支え，赤ちゃん自身のメッセージをそのまま受け取ることを支えることを可

能にすることが示唆された． NBO を通して，赤ちゃんが生きる力・育つ力・反応する力を

持った存在として出会いなおすことは，赤ちゃんの力を改めて信じることにつながると考

えられた．NBO は赤ちゃんにとっても，家族にとっても侵襲性が低い介入方法の一つであり，

今後，ハイリスク児の家族支援や，養育支援訪問などの新生児期の家族と赤ちゃんの関係性

を支えるツールの一つとして，NBO を活用していくことが期待される． 

（３）はじめて周産期医療領域で活動する心理職は，特定の枠組みを持たない中で，心理支

援を求めてきた人にかかわるという形態をとらないこと，非日常的な面接室の場で個別の

面接をするのではなく，目の前にいる赤ちゃんに会うことから支援が始まること，スタッフ

の一人として多職種と連携をとりながら活動をすることに難しさを感じやすいことが明ら

かになった．研究Ⅰ～３の成果をもとに，研修マニュアル作成委員会を立ち上げ，周産期編，

妊娠期編の周産期で活動をしはじめたばかりの心理職向けの研修マニュアルを作成した．

今後このマニュアルをもとに，研修を企画・運営をおこなっていく． 
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